
県西教育事務所だより  

「学校に元気を 先生方に自信と勇気とやる気を 子どもたちに夢と生きる力を」令和８年１月８日発行(第４号) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。令和８年が幕を開けました。この一年が、子どもたち、そして教職員一人

一人にとりまして、希望に満ちた素晴らしい年になることをお祈りいたします。 

 さて、今年は、ミラノ・コルティナ冬季オリンピックが開催されます。その開会式のテーマは、「Harmony

（調和）」です。ちなみに、外務省は、「令和」の意味を外国政府に英語で説明する際は、「Beautiful 

Harmony（美しい調和）」という趣旨だと伝えるよう、各国在外公館に指示しています。 

「調和」とは、「異なる要素や人々がうまくバランスをとり、共存・共生する状態」を表す言葉です。「調和」

は、お互いを尊重しながらより良い関係を築くための鍵となり、単なる「合わせる」ことではなく、多様性を認

めながらも全体としての美しさを追求するという深い概念が込められているとも考えられます。 

これからも、子どもたち、そして教職員一人一人の個性を尊重し、共に支え合い、高め合っていきましょう。 

本年も、どうぞよろしくお願いいたします。              県西教育事務所長 木村 教人 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年度いばらきサイエンスキッズ育成事業より 

 
 

 令和７年11月28日（金）に 
茨城県児童生徒科学研究展の 
表彰式が県庁講堂で行われま 
した。県西地区からも地区展金賞 
作品３６点が出品され、茨城県知事賞をはじめ、４点が入
賞しました。 
・茨城県知事賞 
野村 瑠奈さん（結城市立絹川小学校６年） 

・げんでん財団科学賞 
    菊池 凛人 さん（桜川市立南飯田小学校６年） 
    水見 芽維 さん（筑西市立関城中学校２年） 
    水見 瑠維 さん（筑西市立関城中学校２年） 
・つくば科学万博記念財団理事長賞 
    島田 はな さん（下妻市立下妻小学校５年） 

 

 第１回科学の甲子園キッズ 
が令和７年１１月１３日（木）に 
茨城県教育研修センターで開 
催されました。 
チームで協働する大切さ、 
科学の面白さや楽しさを体験することを目的として、今年
度から小学校５・６年生を対象に実施されました。 
  今年度は「プロペラシューターでターゲットを目指
せ！」を課題とし、県内から集まった３１チームが参加して
競技が行われました。県西では、チームエジソン（常総
市立石下小学校）が金賞、中央化学ブラザーズ（古河市
立中央小学校）が銅賞を受賞し、素晴らしい結果を残す
ことができました。 

令和７年度 科学の甲子園キッズ 
第６９回茨城県児童生徒科学作品展 
兼日本学生科学賞茨城県作品展表彰式 

 

 

 

生徒指導関係加配校訪問を終えて 
 

今年度も、前期・後期の２回生徒指導に係る加配校訪問を実施しました。各校の実態、課題とその解消に向けた
取組等を共有する貴重な時間となりました。ご多用のところご対応いただき本当にありがとうございました。今年
度の訪問で見られた成果の上がっている取組についていくつか紹介します。 
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・ 校内共通スタイルとして、前時の学習事項のキーワードを板書し確認してから本時の内容に入る。      
・ 毎週行われる生徒指導部会にスクールカウンセラーも参加し、子どもの見取りやアセスメントを一緒に行っ
たり、その場で教職員に助言を行ったりしている。 

・ スクールカウンセラーやスクールロイヤーと連携して、専門的知識を生かした授業を実施し、未然防止に 
つなげる。 

・ 校内フリースクール担当者の時間割を固定し、各時間の担当者を子どもと共有することで安心感につなげて 
いる。 

・ 校内フリースクール内のスペースを区切って学習机を用意し、各自が学習に集中できる環境を整える。 

今後も、学校全体で生徒指導の実践上の４つの視

点（資料１）を重視した授業づくりや集団づくりを

お願いします。  

また、ＳＯＳの出し方に関する教育の充実（子ど

もへのSOSの出し方・受けとめ方授業、〔特に長期

休業前〕、教職員によるSOSの受けとめ方研修、相

談窓口の周知徹底、子どもとの信頼関係づくり等）

にも努めてください。すべての子どもたちの望まし

い発達のために、引き続きよろしくお願いします。 

 
資料１ 茨城県教育委員会「令和７年度学校教育指導方針」p.5より 

令和７年11月26日（水）県西教育事務所において「優秀教職員表彰式」があり、木村教人所長から受賞された２

名の先生方へ表彰状が手渡されました。優秀教職員の先生方、おめでとうございました。 

 
○筑西市立下館中学校 指導教諭 中久喜 美保 先生 
  授業の市内ライブ配信、「いばらきオンラインスタディplus」
において県内全域へ動画教材が配信される等、生徒への質の高い
学びの機会を提供 

 

○古河市立三和中学校 主  任 小林  翼 先生 
  学校運営にも積極的に参画するとともに、事務手続きのDX化推
進、市内若手事務職員の育成、実践発表を行う等、学校事務職員の
資質能力向上に寄与 

人事課 

＜参考資料＞ 
昨年11月に、下妻市及び桜川市において指定研究発表会（小学校・国語科）が実施されました。 
国語科「書くこと」の学習指導における実践をまとめた「研究紀要」を同送しましたのでご活用ください。 
 


